
（
※
前
号
よ
り
続
く
）

問
題
６：

ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
の
仲
介
は
な

ぜ
失
敗
し
た
か
。

上
海
事
変
が
起
き
て
４
カ
月
た
ち
、

ド
イ
ツ
の
在
中
国
大
使
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン

が
積
極
的
に
仲
介
に
出
て
き
た
。
ド
イ

ツ
と
し
て
は
、
国
民
党
を
軍
事
支
援
し

な
が
ら
、
日
独
防
共
協
定
を
結
ん
で
い

る
と
い
う
矛
盾
を
解
消
し
た
か
っ
た
の

だ
ろ
う
。

こ
れ
を
受
け
、
広
田
外
相
は
昭
和
12

年
11
月
２
日
、
和
平
案
を
提
示
し
た
。

そ
こ
に
は
、
満
州
国
承
認
の
無
い
緩
や

か
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
変
を
、

局
地
戦
に
と
ど
め
て
解
決
し
た
い
と
い

う
意
欲
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た
。

こ
の
和
平
案
を
受
け
、
南
京
総
攻
撃

の
直
前
の
12
月
２
日
に
、
蒋
介
石
は
和

平
交
渉
に
入
る
と
伝
え
て
き
た

国
共
合
作
と
は
い
え
蒋
介
石
は
共
産

軍
と
暗
闘
を
続
け
て
い
た
。
無
造
作
な

和
解
は
国
民
の
信
を
失
い
、
共
産
党
に

追
い
落
と
さ
れ
る
危
険
が
あ
っ
た
。
南

京
陥
落
と
い
う
不
名
誉
は
避
け
た
い
と

い
う
意
識
は
強
か
っ
た
は
ず
だ
。
南
京

を
総
攻
撃
す
る
ぞ
と
い
う
「
脅
し
」
は
、

和
平
を
取
り
付
け
る
決
定
的
要
素
で
あ

っ
た
の
だ
。

し
か
し
、
閣
内
で
は
杉
山
陸
相
が
こ

の
時
点
で
の
和
平
に
強
く
反
対
し
、「
相

手
を
叩
い
て
か
ら
和
平
せ
よ
」
と
主
張

し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
和
平
反
対
派

も
有
力
で
あ
り
、
和
平
へ
の
動
き
は
に

ぶ
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
現
地
軍
は
交
渉

の
結
果
な
ど
待
て
ず
、
総
攻
撃
に
よ
り

12
月
13
日
、
南
京
が
陥
落
し
た
（
南
京

陥
落
は
、「
南
京
大
虐
殺
」
と
い
う
問
題

を
後
世
に
残
し
た
）。

陥
落
後
、
近
衛
政
権
は
和
平
４
条
件

提
示
を
し
た
。
満
州
国
承
認
、
賠
償
の

要
求
な
ど
、
陥
落
前
よ
り
も
強
硬
な
も

の
で
あ
っ
た
。
南
京
を
陥
落
さ
せ
た
の

だ
か
ら
、
中
国
側
は
、
し
っ
ぽ
を
巻
い

て
引
き
下
が
る
は
ず
と
思
っ
て
い
た
の

だ
ろ
う
。
ま
さ
に
、「
中
国
一
激
論
」
だ
。

だ
が
結
果
は
逆
で
、
南
京
を
捨
て
て

首
都
を
重
慶
に
移
す
と
決
め
た
蒋
介
石

に
と
っ
て
、
和
解
を
す
る
メ
リ
ッ
ト
は

無
く
な
っ
た
し
、
南
京
陥
落
自
体
が
不

名
誉
な
の
だ
か
ら
、
そ
れ
に
追
い
打
ち

を
か
け
る
よ
う
な
安
易
な
和
平
は
で
き

る
わ
け
は
な
か
っ
た
。
ま
さ
に
国
民
の

信
を
失
い
、
共
産
党
に
追
い
落
と
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

共
産
党
の
動
き
や
南
京
陥
落
が
交
渉

に
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
か
、
そ
の
読

み
が
重
要
で
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
当
時

の
国
を
導
く
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
全
く

見
当
違
い
な
見
方
し
か
で
き
な
か
っ
た

の
だ
。

近
衛
内
閣
は
、
強
硬
な
提
案
を
し
た

挙
句
に
、
翌
年
１
月
16
日
、「
国
民
政
府

を
相
手
に
せ
ず
」
と
の
声
明
を
出
し
、

同
時
に
ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
に
、
そ
の
仲
介

を
正
式
に
断
っ
た
。
こ
れ
で
、
解
決
の

た
め
の
外
交
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
自
ら
放
棄

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
の
仲
介
は
、
日
中
戦

争
を
終
結
で
き
る
最
初
に
し
て
最
後
の
、

第
三
者
に
よ
る
仲
介
で
あ
っ
た
。
こ
れ

を
な
ぜ
生
か
せ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

問
題
７：

「
国
民
党
政
府
を
相
手
に
せ

ず
」
と
の
声
明
で
近
衛
内
閣
は
何
を

目
指
し
た
の
か
？

南
京
が
陥
落
し
た
後
、
蒋
介
石
政
権

か
ら
の
回
答
が
な
か
な
か
来
な
か
っ
た
。

日
本
政
府
内
に
は
蒋
介
石
政
権
と
の
和

平
を
あ
き
ら
め
、
新
政
権
に
期
待
す
る

意
見
が
強
ま
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
新

政
権
と
い
っ
て
も
、
日
本
の
支
配
地
域

に
誕
生
す
る
政
権
を
意
味
し
、
要
す
る

に
傀
儡
政
権
で
し
か
な
か
っ
た
。

参
謀
本
部
は
こ
れ
と
は
反
対
に
、
和

平
に
よ
る
事
変
解
決
の
立
場
を
と
り
、

御
前
会
議
で
公
正
な
国
策
を
樹
立
す
べ

き
と
主
張
し
た
。
深
入
り
す
る
こ
と
の

危
険
を
感
じ
て
い
た
の
だ
。

昭
和
13
年
１
月
11
日
御
前
会
議
が
開

か
れ
、「
支
那
事
変
処
理
根
本
方
針
」
が

決
定
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
九
項
目
の
和

平
条
件
を
挙
げ
、
支
那
側
が
和
平
を
求

め
て
こ
な
い
場
合
は
、
蒋
介
石
政
権
を

相
手
と
せ
ず
、
新
政
権
の
成
立
を
助
け

て
、
こ
れ
と
国
交
調
整
を
図
る
と
決
定

し
た
。

こ
れ
は
政
府
案
に
基
づ
く
も
の
で
あ

り
、
参
謀
本
部
が
近
衛
政
権
維
持
の
た

め
政
府
に
譲
歩
し
た
の
だ
。
支
那
事
変

の
遂
行
に
対
し
て
は
、
こ
の
時
点
で
は

参
謀
本
部
よ
り
、
政
府
の
ほ
う
が
積
極

的
で
あ
っ
た
。

２
日
後
の
１
月
13
日
、
蒋
介
石
政
権

か
ら
の
回
答
を
得
た
が
、
日
本
提
案
に

応
じ
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
政
府
は

蒋
介
石
に
は
和
平
の
誠
意
が
な
い
も
の

と
判
断
し
、
１
月
16
日
、
近
衛
首
相
は
、

「
爾
後
国
民
政
府
を
相
手
に
せ
ず
」
と
の

声
明
を
発
表
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
双
方

が
大
使
を
引
き
上
げ
、
両
国
の
外
交
ル

ー
ト
は
消
滅
し
た
。

そ
の
後
、
日
本
軍
に
よ
る
広
東
（
５

月
）、
武
漢
（
10
月
）
の
相
次
ぐ
占
領
に
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■ 随想　「甘え」が日本を滅ぼす

も
か
か
わ
ら
ず
、
和
平
の
見
通
し
が
立

た
な
か
っ
た
。
当
時
、
イ
ギ
リ
ス
を
通

じ
、
和
平
を
試
み
た
よ
う
だ
が
、「
国
民

政
府
を
相
手
に
せ
ず
」
と
の
声
明
が
災

い
し
て
成
果
は
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
近
衛
は
昭
和
13
年
11
月

３
日
に
再
度
声
明
を
発
表
し
た
。「
国
民

政
府
と
い
え
ど
も
新
秩
序
の
建
設
に
来

た
り
参
ず
る
に
お
い
て
は
、
あ
え
て
こ

れ
を
拒
否
す
る
も
の
に
非
ず
」
と
述
べ
、

前
回
の
「
国
民
政
府
を
対
手
と
せ
ず
」

の
発
言
を
修
正
し
た
。

こ
の
声
明
の
狙
い
は
蒋
介
石
と
対
立

し
て
い
た
汪
兆
銘
を
国
民
政
府
か
ら
離

反
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
汪
は
こ
の

後
重
慶
を
脱
出
し
、
昆
明
を
経
由
し
て

ハ
ノ
イ
に
到
着
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
に
よ
っ
て
も
近
衛
文
麿
は
、
支
那

事
変
を
解
決
で
き
な
い
ま
ま
、
昭
和
14

年
１
月
５
日
、
政
権
を
投
げ
出
し
た
。

あ
と
を
つ
い
だ
、
平
沼
騏
一
郎
内
閣

（
昭
和
14
年
１
月
５
日
〜
同
年
８
月
28

日
）
で
は
、
ア
メ
リ
カ
を
通
じ
て
和
平

を
試
み
た
よ
う
だ
が
、
や
は
り
「
国
民

政
府
を
相
手
に
せ
ず
」
と
の
声
明
が
災

い
し
て
、
成
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

日
本
が
米
国
と
緊
張
関
係
を
高
め
て

い
る
一
方
、
蒋
介
石
側
の
対
米
外
交
は

大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
た
。
こ
と
に

蒋
介
石
の
妻
の
宋
美
麗
の
活
躍
は
目
覚

ま
し
い
。
孫
文
を
支
援
し
た
浙
江
財
閥

の
父
を
持
ち
、
孫
文
の
妻
と
な
っ
た
宋

慶
齢
は
姉
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
留
学
を

し
、
ア
メ
リ
カ
の
社
交
界
で
活
躍
し
、

１
９
２
７
年
（
昭
和
２
年
）、
蒋
介
石
と

結
婚
し
た
。
結
婚
式
の
写
真
は
、
ニ
ュ

ー
タ
イ
ム
ズ
の
１
面
を
飾
っ
た
。

日
中
戦
争
勃
発
後
、
親
中
派
の
ル
ー

ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
と
親
密
な
関
係
を
築

く
と
と
も
に
、
在
中
国
米
国
大
使
館
を

通
じ
、
ア
メ
リ
カ
の
支
援
を
引
き
出
し

て
い
っ
た
。

太
平
洋
戦
争
勃
発
後
は
渡
米
し
、
フ

ァ
ー
ス
ト
レ
デ
ィ
ー
と
し
て
抗
日
戦
へ

の
援
助
を
訴
え
た
。
１
９
４
３
年
（
昭

和
18
年
）
２
月
18
日
の
連
邦
議
会
で
の

演
説
は
有
名
で
あ
り
、
彼
女
は
ア
メ
リ

カ
で
の
抗
日
戦
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で

あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
の
国

民
党
支
援
は
強
化
さ
れ
て
行
っ
た
。

も
う
一
つ
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い

問
題
が
あ
る
。
日
本
が
蒋
介
石
軍
と
戦

っ
て
い
る
間
に
、
共
産
党
軍
が
、
着
実

に
勢
力
を
増
や
し
て
い
っ
た
と
い
う
事

実
で
あ
る
。
国
共
合
作
の
当
時
は
、
国

民
党
対
共
産
党
軍
の
兵
力
差
は
60
対
１

で
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、

日
本
が
敗
戦
す
る
こ
ろ
に
は
、
ほ
ぼ
均

衡
し
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
の
後
、
共
産

党
軍
は
、
蒋
介
石
軍
を
台
湾
に
追
い
落

と
し
、
中
共
が
建
国
宣
言
を
す
る
こ
と

と
な
る
。

日
本
の
陸
軍
常
備
兵
力
は
本
来
17
個

師
団
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
支
那
事
変

に
深
入
り
す
る
中
で
増
員
さ
れ
、
昭
和

16
年
12
月
時
点
で
は
51
個
師
団
に
な
っ

て
い
た
。
そ
の
う
ち
、
23
個
師
団
を
中

国
に
貼
り
付
け
て
お
り
、
兵
員
数
と
し

て
は
陸
軍
総
兵
力
約
２
３
０
万
人
弱
の

う
ち
、
約
70
万
人
が
中
国
へ
投
入
さ
れ

て
い
た
。
支
援
部
隊
、
海
軍
を
含
め
れ

ば
、
投
入
兵
力
は
１
０
０
万
人
に
も
達

し
て
い
た
の
だ
。

ま
た
、
昭
和
14
年
初
め
の
時
点
で
、

日
本
側
の
戦
死
者
は
既
に
25
万
、
負
傷

者
52
万
人
、
戦
病
者
43
万
人
と
い
う
被

害
を
出
す
大
戦
争
に
な
っ
て
い
っ
た
。

戦
死
者
は
、
最
終
的
に
は
、
44
万
人
に

達
し
た
。

日
本
国
内
を
み
よ
う
。
上
海
事
変
が

勃
発
し
た
直
後
の
昭
和
12
年
８
月
24
日
、

近
衛
内
閣
で
国
民
精
神
騒
動
員
実
施
要

綱
が
決
定
さ
れ
、
９
月
11
日
、
近
衛
に

よ
る
国
民
精
神
総
動
員
大
演
説
会
が
日

比
谷
公
会
堂
で
開
か
れ
た
。
世
論
を
戦

争
に
導
く
も
の
で
あ
り
、
ラ
ジ
オ
で
実

況
中
継
も
な
さ
れ
た
。

財
界
は
支
那
事
変
に
よ
る
軍
需
景
気

に
期
待
し
、
政
府
を
突
き
上
げ
て
い
た

よ
う
だ
。
近
衛
内
閣
は
、
こ
の
９
月
に
、

臨
時
資
金
調
整
法
の
公
布
と
軍
需
工
業

動
員
法
を
発
動
し
た
。
さ
ら
に
輸
出
入

品
等
臨
時
措
置
法
を
公
布
し
た
。
こ
れ

ら
は
軍
事
産
業
を
重
点
的
に
育
て
る
た

め
の
立
法
で
あ
っ
た
。

昭
和
13
年
４
月
に
は
国
家
総
動
員
法

を
公
布
し
、
議
会
の
承
認
が
無
く
て
も

勅
令
で
人
間
や
物
資
の
動
員
が
可
能
と

し
た
。
さ
ら
に
電
力
国
家
管
理
法
も
公

布
し
電
力
を
政
府
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
変
革
に
は
議
会
で
は
強
い

反
対
が
あ
っ
た
が
、
軍
の
圧
力
で
こ
れ

ら
を
通
し
た
の
だ
。
文
官
の
近
衛
首
相

の
指
導
力
の
も
と
、
日
本
は
国
家
を
上

げ
て
、
挙
国
一
致
体
制
を
築
き
あ
げ
て

い
っ
た
の
だ
。
そ
れ
は
国
家
社
会
主
義

と
い
う
べ
き
統
制
国
家
で
あ
っ
た
。

日
本
の
工
業
化
は
進
み
、
昭
和
15
年
、

都
市
人
口
は
38
％
に
達
っ
し
て
い
た
。

し
か
し
、
都
市
部
の
生
活
必
需
品
が
不

足
し
て
き
た
た
め
、
米
内
光
正
内
閣
時

代
の
昭
和
15
年
４
月
、
価
格
中
央
委
員

会
に
よ
り
生
活
必
需
品
10
品
の
切
符
制

が
導
入
さ
れ
、
６
月
に
は
砂
糖
、
マ
ッ

チ
の
配
給
制
が
開
始
し
た
。
そ
の
後
、

第
二
次
近
衛
内
閣
時
代
の
昭
和
16
年
４

月
か
ら
、
東
京
な
ど
六
大
都
市
で
米
の

割
当
配
給
が
始
ま
っ
た
。

第
二
次
近
衛
内
閣
の
昭
和
15
年
10
月

12
日
に
は
、
大
政
翼
賛
会
が
結
成
さ
れ

た
。
こ
れ
で
、
政
党
さ
え
事
実
上
消
滅

し
た
。

中
国
と
の
戦
い
が
泥
沼
化
す
る
中
で
、

国
家
予
算
の
70
％
が
軍
事
費
と
い
う
状

況
と
な
り
、
国
民
の
生
活
は
か
よ
う
に

困
窮
化
す
る
一
方
、
国
も
経
済
も
国
家

社
会
主
義
と
い
う
べ
き
統
制
国
家
と
な

っ
て
い
っ
た
。
こ
こ
ま
で
し
て
、
政
府

は
日
中
戦
争
に
何
を
求
め
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

問
題
８：

北
部
仏
印
進
駐
と
日
独
伊
三

国
同
盟
で
、
日
本
は
ど
こ
に
向
か
お
う

と
し
た
の
か
（
以
下
次
号
）

金
子
博
人

（
か
ね
こ
・
ひ
ろ
ひ
と
）

金
子
博
人
法
律
事
務
所
。
弁
護
士
。
早
稲
田
大
学
法

学
部
卒
業
、
同
大
学
院
修
士
課
程
（
商
法
）
終
了
。

１
９
７
７
年
４
月
弁
護
士
開
業
。
国
際
旅
行
法
学
会

（
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ａ
）
会
員
。
大
東
文
化
大
学
法
科
大
学

院
、
日
本
大
学
法
科
大
学
院
講
師
。
市
場
取
引
監
視

委
員
会
委
員
（
東
京
工
業
品
取
引
所
）。
日
本
プ
ラ

イ
ム
リ
ア
ル
テ
ィ
投
資
法
人
執
行
役
員
。
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